
平成20年度　都島区取組方針

区役所がめざすもの

現状認識 課題 20年度主な具体的取組・業績目標 20年度予算額

当区は与謝蕪村、貴志康一を輩出し
たほか、区内には多くの史跡が点在
するなど歴史・文化に恵まれた土地
柄である。

【区の特色を活かしたまちづくりの
推進】
区の財産を未来に引き継ぎ、わがま
ちへの愛着を育てるため、こうした
区の特色や資源を活用して、潤いの
あるまちづくりを推進する必要があ
る。

①蕪村公園の完成に合わせ、与謝蕪村のふるさと都島をア
ピール（H21年春）
　・俳句まつり
　・蕪村探訪スタンプラリー
　・蕪村の風景写真コンテスト
②貴志康一生誕100年記念コンサートの開催（H21年3月）
③なにわの伝統野菜「毛馬キュウリ」の普及
　・苗の配布（1,000株）
　・毛馬キュウリを使った料理講習会の開催

①1,500千円

②2,500千円

③　253千円

未来わがまちビジョン推進会議をは
じめ、まちづくり活動に取り組む団
体やＮＰＯが増加している。

【地域と協働ですすめるまちづくり
の推進】
区民が主体的に取り組む地域活動を
育て支援するとともに、情報交換や
相互交流など団体間の連携を深め、
発展させる仕組みを構築する必要が
ある。

①大川かたづけ隊
　・毛馬桜之宮公園の清掃活動（毎月第３土曜日）の支援
　・活動の交流の場とする「桜まつり」の開催(H20.4.6開催)
　・大川の魅力を紹介するマップの作成（2,000部）
②未来わがまちビジョンの具体化を推進する活動を助成
　対象経費の1/2、1事業30万円以下

①1,035千円

②1,965千円

都心に近く、また淀川や大川、毛馬
桜之宮公園など水と緑の豊かな自然
環境に恵まれているため、大規模マ
ンションが相次いで建設され、人口
が増加している。

【豊かなふれあいのあるまちづくり
の推進】
人口が増加している一方で、少子高
齢化や核家族化などの背景もあり、
地域コミュニティの活性化が必要で
ある。

①種から育てる地域の花づくり事業（約4万株）
　ボランティア活動を通じた区民相互の交流機会の創出
②こども新聞の発行（年2回、40,000部発行）
　こどもたちの地域コミュニティへの参加と世代間交流の促
進
③新住民の地域振興会加入の促進

①2,090千円

②1,860千円

●区民と連携・協働して地域課題を解決し、ぬくもりと活気あふれるまちづくりの実現
●区役所と区民相互の情報交換を活発にし、信頼され親しまれる区役所づくりの実現
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現状認識 課題 20年度主な具体的取組・業績目標 20年度予算額

・高層住宅、街並み、人口構成など
各地域における防犯、防災に関する
課題は様々である。
　
・駅周辺などは、放置自転車やごみ
のポイ捨て等によりまちの美観を損
ねているほか、歩行者の安全な通行
に支障が生じている。

【安全・安心なまちづくりの推進】
・地域住民自らの目線で特性や問題
点を把握し、防災活動が主体的に展
開できるよう、防災、減災の仕組み
を確立するとともに、区民と協働で
安全・安心のまちづくりを展開する
必要がある。

・行政だけではなく、関係機関や地
元との連携を強化し、環境美化や環
境浄化の取組みを行っていく必要が
ある。

①地域防災力の向上
　・小学校区別ワークショップの開催（3小学校区）
　・地域防災リーダーの育成
　・地域防災活動の支援
②地域、学校、ＰＴＡと連携し、安全パトロールの実施
③「京橋地域の安全なまちづくり事業」
　放置自転車対策と環境美化推進のため、街頭啓発やキャン
ペーン活動を実施

①4,878千円

③　400千円

・高齢社会の進展に伴い、生活習慣
病の予防など、世代を問わず健康へ
の関心が高まりを見せている。
　
・価値観や生活様式が多様化し、充
実した生活を送るためのニーズが多
岐にわたっている。

【誰もがいきいきと健康で暮らすこ
とのできるまちづくりの推進】
・区民が日常生活の中で、ライフサ
イクルに応じた健康づくりを実践す
ることができるよう、地域住民と一
体となった取組みを展開する必要が
ある。

・住みなれた地域で心と心がふれあ
い、いきいきと暮らすことができる
よう、地域に根ざした取組みが必要
である。

①「みやっこみんなで健康づくり事業」
　・健康づくり体操の作成、普及
　・健康づくりのつどいの開催（20.11.30開催）
　・体脂肪燃焼ウォークの実施（20.11.3実施）
②地域福祉アクションプランの推進支援事業
　・地域相談会の開催
　・地域ミニコミ紙の発行
③包括支援センターや子育てプラザ等との連携や情報発信
④生涯学習の推進
　・生涯学習ルーム
　・はぐくみネットを中心に学校と地域の連携
⑤人権啓発の推進
　・地域に密着した人権学習会等の開催

①　980千円

②　608千円

④3,695千円

⑤4,272千円

「地域のこどもは地域で守ろう」と
区内の各種団体からなる青少年育成
推進会議や青少年指導員が中心と
なって、青少年の非行防止と健全育
成に取り組んでいる。

【青少年の健全育成の推進】
各地で青少年が加害者や被害者にな
る事件が相次いで発生していること
から、青少年を見守り、育てていく
活動の更なる広がりが必要である。

①「こども110番の家」協力家庭・事業所の拡大
②都島クリーン作戦の実施（H20.11予定）
　ボランティア精神の育成と環境意識の向上（区内小中学生
800人参加）
③青少年育成区民大会の開催

1,977千円
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・法律や制度改正が相次いでいるた
め、タイムリーかつわかりやすく伝
えることが求められている。

・区政への関心の高まりとともに、
区民のニーズも多様化している。

【広聴広報機能の充実】
・区民の理解と協力を得て区政を推
進するため、また、区民の参加と協
働を促進するため、積極的な広報活
動の展開と市民の声を広く聴く情報
受発信機能の強化が必要である。

・庁内の広聴広報機能を充実し、情
報の一元化と共有化を図り、職員の
広報マインドを高めていく必要があ
る。

①広報「みやこじま」の充実
　コミュニティペーパーとして的確・タイムリーな情報、地
域話題の掲載など
②区ホームページの内容充実とリンク先増設
③区内行事・業務カレンダーの発行と活用（毎月15日発行）
④広報紙モニターの実施
　20人募集、アンケート：毎月実施、モニター会議：年２回
開催
⑤区民情報コーナーの充実
⑥出前講座の拡大
⑦区民の声を区役所運営に活かすため、ご意見箱の設置や市
政・区政へのアイデア募集
⑧区広聴広報委員会（四半期ごとに開催）、幹事会（毎月開
催）の充実と活性化

①8,640千円

②936千円

区役所は地域住民にとって身近な行
政機関であり、区政への関心が高
まっている。

【信頼され親しまれる区役所づく
り】
適正・公正な信頼される区政を推進
するとともに、厳しい財政状況の
中、経営感覚やコスト感覚を意識し
た事務を執行する必要がある。

①総合企画担当の設置
　企画立案・区業務の総合調整・広聴広報の充実
②情報の積極的な公開と個人情報の適切な管理の徹底
③プライバシーに配慮した受付窓口と相談室の設置
④職員一人ひとりの接遇技術の向上
⑤省エネルギー行動、ペーパーレス化等の徹底
⑥広告をはじめとする収入の確保
⑦国民健康保険料の納期内納付の確保


